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　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配
を賜り厚くお礼申し上げます。
　平成27年3月期におけるわが国経済は、円安進行・株高
基調で推移し、一部で明るい兆しも出てきましたが、消費
税率引上げに伴う駆け込み需要の反動の影響もあり需要
の回復は限定的でした。円安の進行により、輸出産業は採
算改善に向かいましたが、内需型産業や中堅・中小企業
は、原燃料等輸入関連資材のコスト増により採算悪化す
るなど産業間・規模間で景況感に濃淡がありました。
　世界経済は、米国では、寒波の影響により一時的にマ
イナス成長となったものの、堅調な個人消費、自動車販
売台数の回復もあり景気は拡大基調で推移しました。欧
州では、緩やかな景気回復が続きました。アジアでは、中
国の成長率の鈍化はありましたが、地域全体としては依
然高い成長が継続しました。
　国内発泡プラスチック業界におきましては、当第4四
半期連結会計期間において、原油市況の下落により原燃
料価格が低下しましたが、当連結会計年度全体では、原
燃料価格・電力料金・輸送費の上昇、消費税率引上げに
伴う駆け込み需要の反動減、天候不順による需要減など
により厳しい状況が続きました。また、景気回復の遅れ
による個人消費の低迷の影響もあり、発泡プラスチック
全体の需要は減少しました。
　このような経営環境下において、当社グループは、自助
努力によるコスト低減や製品価格是正に努めると共に、成
長地域や成長分野に対する重点的な投資、独自技術に基
づいた付加価値の高い製品の開発・販売に注力しました。
　次に、各事業本部の状況についてご説明します。

　まず、押出事業の第一事業本部ですが、液晶テレビ基
板や家電輸送用に用いられる産業用包材の発泡ポリエチ
レンシート「ミラマット」は、消費税増税後の反動による
大型家電等の耐久消費財の需要減の影響もあり売上は減
少しました。ポリエチレン気泡緩衝材「キャプロン」は、
自動車部品包装材等の用途拡大により売上は増加しまし
た。即席麺・弁当容器、量販店向けトレーなどに幅広く用
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取り組んでまいります。

いられる食品用包材の発泡ポリスチレンシート「スチレ
ンペーパー」は、引き続き堅調な需要に支えられ、新製品
の拡販、新規需要先の取り込みもあり売上は増加しまし
た。広告宣伝用ディスプレイ材、折箱に用いられる発泡
ポリスチレンボード「ミラボード」は、広告宣伝の多様化
（デジタル化等）も進み、売上は減少しました。建築・土木
関連の発泡ポリスチレン押出ボード「ミラフォーム」は、
建築分野では、消費税増税後の需要の反動減による戸建
住宅や分譲マンションの新規着工件数の減少により売上
は減少しました。また、土木分野では、震災からの復興需
要を始め、全国的な需要増もあり売上は増加しました。
　これらの結果、押出事業の売上高は39,915百万円（前
年同期比0.8％増）となり、営業利益は1,348百万円（同
30.0％減）となりました。

　次に、ビーズ事業の第二事業本部では世界各国で製造
販売しているバンパーコア材・内装材・シートコア材等の
自動車部品、住宅設備向け保温緩衝材、IT製品輸送用通い
函、家電製品用緩衝材、競技用グラウンド基礎緩衝材に使
用されている発泡ポリプロピレン「ピーブロック」は、自
動車の新規部品の採用拡大や家電包材緩衝材の需要拡大
により全体としては堅調に推移しました。国内では、軽自
動車や住宅設備向け保温緩衝材の採用拡大はありました
が、自動車、住宅設備、IT家電向け需要が、消費税増税後の
在庫調整による需要縮小もあり、全体としての売上は減
少しました。また、売上の減少に加え、原燃料価格や動力
コストの上昇もあり収益は低下しました。北米では、記録
的な寒波の影響による一時的な自動車販売台数の落ち込
みの影響により現地通貨での売上は減少しましたが、円安
の影響により売上は増加しました。南米では、景気減速に
よる自動車販売台数の落ち込みにより売上は減少しまし
た。欧州では、景気回復を背景とした自動車部品の需要増
により売上は増加しました。中国を始めとするアジア諸国
では、自動車及び家電市場が高い成長を維持したことや
新規需要の拡大により、全体としての売上は増加しまし
た。発泡性ポリスチレン「スチロダイア」は、建材・土木分

野及び家電分野の需要は堅調に推移しましたが、主用途
の水産・農業分野が天候不順等の影響により需要は低調
でした。その結果売上は減少しましたが、機能性グレード
の拡販、製品価格是正、各種コストの低減により収益は改
善しました。ユニットバス天井材に使用されているハイブ
リッド成形品「スーパーブロー」は、住宅着工数減の影響
もあり、売上は減少しました。これらの結果、ビーズ事業
の売上高は70,340百万円（前年同期比4.9％増）となり、
営業利益は4,854百万円（同6.8％増）となりました。
　これらの結果、その他を合わせた当連結累計期間の売
上高は、円安による外貨建売上の円換算額の増加もあり
116,923百万円（前年同期比4.3％増）となりました。営
業利益は5,667百万円（同4.1％減）、経常利益は6,044
百万円（同7.1％減）、当期純利益は4,039百万円（同8.3
％減）となりました。

　平成28年3月期の連結業績予想は、以下の通りです。

平成28年3月期の連結業績予想（平成27年4月1日～平成28年3月31日）
売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭
119,000 7,000 7,100 4,800 161.01

　なお、当社及び国内連結子会社の有形固定資産の減価
償却方法を主として定率法から定額法に変更することに
より平成28年3月期の減価償却費は、従来の償却方法に
よった場合と比べて約660百万円減少する見込みです。

　株主の皆様におかれましては、今後とも格別のご指導
とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成27年6月
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Feature

特集❶　新中期経営計画について

2015年4月からスタートした新しい連結中期経営計画「Deepen & Grow 2017」は、当社の中長期ビジョンである「深
化と成長」、すなわち、現行事業を深く掘り下げ、当社固有の優位性を見つけ出し、差異化し、拡張することによって成
長するという真の狙いを明確にするため、「差異化戦略の推進」と「成長戦略の推進」を基本方針としております。
国内事業については、前中期経営計画での新規グレードの開発、新用途の開拓を継続・推進すると共に、営業部門の情報
共有による市場ニーズの有効かつ迅速な把握、伸び筋分野への資源の集中等により、高収益体質へのシフトを加速します。
海外事業については、前中期経営計画の「ピーブロックの拠点拡大と能力増強」に加え、ピーブロック事業に次ぐ第2の
柱を育て各拠点の基盤の安定・強化を図ります。
そして、新製品の創出については、前中期経営計画で有望テーマの「発掘」を主眼として活動してきましたが、本計画で
は、選択と集中による有望テーマの絞り込みにより「事業化」の実現を主眼に活動して行きます。
いずれの施策も前中期経営計画を一歩進めたものであり、「深化と成長」を強力に推進してまいります。

新中期経営計画
（2015年～2017年）

『 DEEPEN & GROW 2017 』

①ビジョン 「深化と成長」

②計  画  名 「Deepen & Grow 2017」

③基本方針
 ｢差異化戦略の推進」

　　　　　 「成長戦略の推進」

市 

場
市 

場
技 
術
技 
術

原 
料
原 
料 GrowGrow

持続的成長持続的成長

DeepenDeepen
熱い情熱と強い意志熱い情熱と強い意志
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①新製品の売上高10,000百万円を目指す
　原料・技術・市場の3つの視点で当社固有の優位性を明確化
　・有望テーマ絞り込みによる新製品の事業化

② 国内事業は、伸び筋分野への経営資源の集中と新製品及び新グレードの拡販により高収益体質へのシ
フトを加速する
　 国内事業は、需要が飽和に近づき、またニーズも多様化し高度化してきています。新中期経営計画では、新たな市場ニ
ーズを速やかに捉え、付加価値の高い新規グレードの開発、新用途の開拓に注力すると共に、独自技術に基づいた付
加価値の高い製品の販売に努めるなど、国内グループ全体の高収益化に注力します。

③海外事業は、拠点拡大と基盤の安定・強化を目指す
　 海外事業は、大きく成長しつつある有望な中核事業であり、新中期経営計画では、発泡ポリプロピレン「ピーブロック」
の拠点拡大と能力増強に加えて、「ピーブロック」に次ぐ第2の柱の構築を図るなど事業基盤の安定・強化に注力し
ます。

2017年度（最終年度）

数値
目標

売上高

135,000百万円

営業利益率

6.5％以上

※ご参考： 最終年度
自己資本利益率（ROE） 約8％、
自己資本比率 約59％

  注力する事項  

Deepen & Grow
2012-2014

Deepen & Grow 2017
2015-2017

2012年度
実績

2013年度
実績

2014年度
実績

2015年度
計画

2016年度
計画

2017年度
計画

営業利益

売上高
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Feature

特集❷　誌上工場見学

【製造工場】  

＜EPS・発泡スチロール製品ができるまで…＞

鹿島工場　茨城県神栖市

今回の誌上工場見学では、魚箱などに使用される発泡スチロール製品、そしてその原料となるEPSをご紹介いたしま
す。幅広い用途でかつリサイクルもできる優れもの。完成した発泡スチロール製品ですが、実は主成分の98％が空気な
のです。空気を上手く使った、環境への負荷が少ない素材です。本ページでは、皆様も一度は手にしたことがある発泡
スチロール製品と、その原料となるEPSがどのように製造されているのかご紹介します。

EPS (Expandable Poly-Styrene)

全二工場で生産を行っています。全二工場で生産を行っています。

出  

J S P

スチレンモノマー

水等

ンモノマーンモノマノマー

水水

原料（スチレンモノマー）、重合開始剤、
水等を反応槽に入れかく拌します。

STEP1
発泡剤発泡剤発泡発泡剤剤泡剤

かく拌するとビーズ状になります。加熱し重
合させた後、発泡剤を加え、含浸させます。

STEP2

ビーズと水を分離し、乾燥させると、
EPSの完成です。

STEP3

四日市第一工場　
三重県四日市市

EPSの完成EPSの完成
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グループ会社及びお客様

成形する前の下準備とし
て予備発泡を行います。

STEP1

成形機の型に予備発泡ビーズを注入し、
蒸気で発泡加熱成形を行います。

STEP2

出来上がった製品は、全て手作業で丁
寧に梱包され、出荷されています。

STEP3

JSPで製造されたEPSの使用方法は幅広く、鮮魚、野菜、果物などの鮮度を保つ農水産物容器や、家電や精密機械の輸送途中の衝
撃を和らげる、緩衝材として使用される他、最近では快眠を促すビーズクッション枕としても使用されています。また、建築現場
で断熱材用途として建物の内部にも組み込まれているブロックなど、私たちの身の回りの様々なところで使われています。

＜国内トップシェアを誇るJSP、幅広く使われているEPS＞

＜EPSを原料とする発泡スチロール製品たち＞

ビーズクッション 野菜箱

建築・土木

魚　箱

自動車部材

 荷

左が予備発泡前、
右が予備発泡後
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Topics

トピックス

保温性、軽量性に優れており、他素材とブレンドして
用途に適した特性を生み出すことができます。
さらに羽毛価格が変動する中、安定した価格での供
給が可能です。
ダウンジャケットや寝袋、寝具など身近な物に幅広
く展開しています。

軽量、保温性に加え、防風性に優れ、その特徴を活か
しアパレル・寝具・防災グッズ向けなどの素材とし
て期待される素材です。
圧縮できるため、保管場所にも困りません。

＜問合わせ窓口＞
㈱JSP　新事業開発室　TEL：03-6212-6386

JSP初！アパレル向け新素材

「ミラウーモ「ミラウーモ®®」 」 「ミラフレア「ミラフレア®®」」新 製 品

ミラウーモ®

ミラフレア®

加工技術を得意とする加工技術を得意とするJSPJSP
既存の素材に特殊加工を施し羽毛の代替素材を作りました。既存の素材に特殊加工を施し羽毛の代替素材を作りました。
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Consolidated Financial Highlights

連結財務ハイライト

116,923

91,971 93,397

13/3 14/311/3 12/3 15/3

96,038

112,128

0

20,000

40,000

60,000

100,000

120,000

80,000

売上高（百万円）

0

8,000

4,000

2,000

6,000

営業利益（百万円）

5,667
5,296

7,552

4,575

5,909

13/3 14/311/3 12/3 15/3

経常利益（百万円）

0

8,000

4,000

2,000

6,000

13/3 14/311/3 12/3

6,044

7,874

15/3

4,927

6,509

5,536

当期純利益（百万円）

0

1,000

2,000

3,000

5,000

4,000
4,039

13/3 14/311/3 12/3

3,100

15/3

3,324

4,404

4,881

（単位：百万円） 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3

売 上 高 91,971 93,397 96,038 112,128 116,923
営 業 利 益 7,552 5,296 4,575 5,909 5,667
経 常 利 益 7,874 5,536 4,927 6,509 6,044
当 期 純 利 益 4,881 3,100 3,324 4,404 4,039
純 資 産 46,481 47,362 53,431 62,375 70,352
総 資 産 89,152 89,072 95,565 108,420 116,717

（単位：％）

売 上 高 営 業 利 益 率 8.2 5.7 4.8 5.3 4.8
売 上 高 経 常 利 益 率 8.6 5.9 5.1 5.8 5.2
売 上 高 当 期 純 利 益 率 5.3 3.3 3.5 3.9 3.5

（単位：円）

1 株 当 た り 当 期 純 利 益 161.25 103.98 111.49 147.73 135.50
1 株 当 た り 純 資 産 1,470.44 1,499.89 1,671.55 1,940.48 2,190.61

（単位：百万円）

設 備 投 資 3,368 6,006 6,215 8,735 7,575
減 価 償 却 費 4,582 4,607 4,390 4,865 5,327
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Consolidated Segment Information

連結セグメント情報

押出事業

ビーズ事業

生活産業資材（食品包材分野）

「スチレンペーパー」は、新製品の拡販、新
規グレードの拡販で売上増加。

高機能材 EPP（発泡ポリプロピレン）

国内は消費税増税の影響で、売上減。米国
では寒波の影響で売上減も円換算後、売
上増加。中国・欧州向け自動車用途順調で
売上増。

生活産業資材（産業資材分野）

「ミラマット」は消費税増税の反動による耐
久消費財の需要減で売上減少。

EPS（発泡ポリスチレン）

主力の魚箱、家電用緩衝材は需要減少す
るも建材、土木分野で需要が増加したこ
とに加え、機能性製品の拡大、コスト削減
で、収益改善。

建築土木資材

住宅用断熱材「ミラフォーム」は戸建住宅、
分譲マンションの新築着工の減少で売上減。

ブロー成型品

ユニットバス天井材は、住宅着工の減少で
売上も減少。

ビーズ事業は、当社グループの売上高の60.2%を占めています。

押出事業は、当社グループの売上高の34.1%を占めています。

スチレンペーパー

ピーブロック
（緩衝材）

ミラマット

スチロダイア

ミラフォーム

スーパーブロー

ピーブロック（自動車部材）

ピーシャインミラボード

ヒートポール

スチロダイアブロックミラネクスト

スーパーフォーム
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35,429

0

10,000

20,000

30,000

40,000

売上高（百万円）

11/3 12/3 13/3 14/3 15/3

34,58535,148

39,614 39,915

同事業の売上高の推移

0

60,000

40,000

80,000

20,000

売上高（百万円）

14/311/3 12/3 13/3 15/3

49,217
52,869

55,447

67,034
70,340

同事業の売上高の推移

押出事業
34.1%

ビーズ事業
60.2%

その他
5.7%

※2011年4月より、これまで「その他」
に区分しておりましたスーパーブ
ロー並びにスーパーフォームは、
ビーズ事業に移管しております。

0

4,000

8,000

2,000

6,000

売上高（百万円）

14/311/3 12/3 13/3

7,324

15/3

5,942

5,442 5,479

6,667

同事業の売上高の推移

その他　　

事 業 別 売 上 高 構 成 比

国内一般包材

堅調に推移し、売上は増加。

中国一般包材

液晶テレビ向けの新規梱包材の採用によ
り、売上は増加。

その他は、当社グループの売上高の5.7%
を占めています。
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Summary of Consolidated Financial Statements

要約連結財務諸表

要約連結貸借対照表 （単位：百万円）

（資産の部）
当　期

2015年3月31日現在
前　期

2014年3月31日現在
前期比
増減額

流動資産 64,106 59,255 4,851

　現金及び預金 15,314 10,197 5,117

　受取手形及び売掛金 30,762 31,307 △ 544

　有価証券 7 43 △ 36

　商品及び製品 7,127 6,890 237

　仕掛品 1,030 1,007 22

　原材料及び貯蔵品 4,422 4,329 92

　その他 5,931 5,907 24

　貸倒引当金 △ 489 △ 427 △ 62

固定資産 52,611 49,164 3,446

　有形固定資産 48,527 44,743 3,784

　　建物及び構築物 15,557 12,719 2,838

　　機械装置及び運搬具 15,500 13,103 2,396

　　土地 14,438 14,194 244

　　その他 3,030 4,726 △ 1,697

　無形固定資産 1,014 1,102 △ 88

　投資その他の資産 3,069 3,319 △ 249

　　投資有価証券 1,882 1,682 200

　　その他 1,196 1,663 △ 466

　　貸倒引当金 △ 9 △ 26 17

資産合計 116,717 108,420 8,297
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

（負債の部）
当　期

2015年3月31日現在
前　期

2014年3月31日現在
前期比
増減額

流動負債 33,460 32,404 1,056

　支払手形及び買掛金 10,189 11,277 △ 1,088

　短期借入金 7,757 6,620 1,137

　1年内返済予定の長期借入金 5,578 4,872 706

　その他 9,935 9,634 300

固定負債 12,905 13,639 △ 734

　長期借入金 10,987 10,376 611

　退職給付に係る負債 217 1,907 △ 1,690

　その他 1,700 1,356 344

負債合計 46,365 46,044 320

（純資産の部）

株主資本 62,409 58,780 3,628

　資本金 10,128 10,128 －

　資本剰余金 13,405 13,405 －

　利益剰余金 40,253 36,621 3,631

　自己株式 △ 1,378 △ 1,374 △ 3

その他の包括利益累計額 2,898 △ 926 3,825

　その他有価証券評価差額金 269 179 90

　為替換算調整勘定 2,348 △ 596 2,944

　退職給付に係る調整累計額 281 △ 509 790

少数株主持分 5,044 4,522 522

純資産合計 70,352 62,375 7,976

負債純資産合計 116,717 108,420 8,297
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

❶

❷

❶資産合計
当連結会計年度末における総資産は116,717百万円で、前連結会計年度末に
比べ8,297百万円増加しました。このうち流動資産は4,851百万円増加し、固
定資産は3,446百万円増加しました。

❷負債合計
負債は46,365百万円で、前連結会計年度末に比べ320百万円増加しました。
このうち流動負債は1,055百万円増加し、固定負債は734百万円減少しました。
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要約連結損益計算書 （単位：百万円）

連結株主資本等変動計算書 （単位：百万円）

要約連結キャッシュ・フローの状況 （単位：百万円）

連結包括利益計算書 （単位：百万円）

当　期
2014年４月１日から
2015年３月31日まで

前　期
2013年４月１日から
2014年３月31日まで

前期比
増減額

売上高 116,923 112,128 4,795
売上原価 88,240 83,888 4,352
　売上総利益 28,683 28,240 443
販売費及び一般管理費 23,015 22,331 684
　営業利益 5,667 5,909 △ 241
営業外収益 658 937 △ 278
営業外費用 280 336 △ 55
　経常利益 6,044 6,509 △ 464
特別利益 40 122 △ 82
特別損失 84 95 △ 10
　税金等調整前当期純利益 6,000 6,536 △ 535
法人税等 1,651 1,900 △ 249
　少数株主損益調整前当期純利益 4,349 4,636 △ 286
少数株主利益 309 231 77
　当期純利益 4,039 4,404 △ 364
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

当　期
2014年４月１日から
2015年３月31日まで

前　期
2013年４月１日から
2014年３月31日まで

前期比
増減額

少数株主損益調整前当期純利益 4,349 4,636 △ 286
その他の包括利益
　その他有価証券評価差額金 90 40 50
　為替換算調整勘定 3,421 5,786 △ 2,365
　退職給付に係る調整額 796 － 796
　持分法適用会社に対する持分相当額 0 △ 0 0
　その他の包括利益合計 4,308 5,826 △ 1,518
包括利益 8,658 10,462 △ 1,804
　（内訳）
　親会社株主に係る包括利益 7,871 9,421 △ 1,549
　少数株主に係る包括利益 786 1,041 △ 254
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

❸

❹営業利益、経常利益、当期純利益
国内経済は、円安進行・株高基調で推移し、一部で明るい兆しも出てきましたが、消費税率引上
げに伴う駆け込み需要の反動の影響もあり需要の回復は限定的でした。
米国では、寒波の影響により一時的にマイナス成長となったものの、堅調な個人消費、自動車販
売台数の回復もあり景気は拡大基調で推移しました。
国内業界全体では、原燃料価格・電力料金・輸送費の上昇、消費税率引上げに伴う駆け込み
需要の反動減、天候不順による需要減などにより厳しい状況が続きました。
これらの状況を受け、当社グループは、自助努力によるコスト低減や製品価格是正に努めると共
に、成長地域や成長分野に対する重点的な投資、独自技術に基づいた付加価値の高い製品
の開発・販売に注力しました。これらの結果、営業利益は5,667百万円（前年同期比4.1％減）、
経常利益は6,044百万円（同7.1％減）、当期純利益は4,039百万円（同8.3％減）となりました。

❸売上高
売上高は、円安による外貨建売上の円換算額の増加もあり116,923百万円
（前年同期比4.3％増）となりました。

当　期
2014年４月１日から
2015年３月31日まで

前　期
2013年４月１日から
2014年３月31日まで

前期比
増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,289 7,200 1,088
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 8,029 △ 8,430 400
財務活動によるキャッシュ・フロー 1,156 190 965
現金及び現金同等物の期末残高 8,893 6,972 1,920
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

当連結会計年度
株主資本 その他の包括利益累計額

少数株主
持分

純資産
合計資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本

合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

2014年4月1日残高 10,128 13,405 ※37,107 △ 1,374 ※59,266 179 △ 596 △ 509 △ 926 4,522 ※62,862
連結会計年度中の変動額
　剰余金の配当 △ 894 △ 894 △ 894
　当期純利益 4,039 4,039 4,039
　自己株式の取得 △ 3 △ 3 △ 3
株主資本以外の項目の連結会計年度中の変動額（純額） 90 2,944 790 3,825 522 4,347
連結会計年度中の変動額合計 － － 3,145 △ 3 3,142 90 2,944 790 3,825 522 7,490
2015年3月31日残高 10,128 13,405 40,253 △ 1,378 62,409 269 2,348 281 2,898 5,044 70,352
注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。　※会計方針の変更による累積的影響額486百万円を加算しています。

❹

❹

❹
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JSP Calendar

JSPカレンダー

「エコプロダクツ2014」へ出展
2014年12月11日～13日の3日間、東京ビックサイトで開催された「エコプロダクツ
2014」に、新製品「ミラウーモ」「ミラフレア」他、「LACTIF」「ガスソシー」などを出展致し
ました。
今回の出展では、既存技術ではなく新製品・初公開製品の性能である、軽量・植物由来、さ
らにはメンテナンスフリーなど地球環境に配慮した製品のご案内を致しました。

「SMBC日興証券㈱主催個人投資家向け説明会（盛岡支店）」に参加
12月12日、SMBC日興証券㈱が主催し、同社盛岡支店で開催された「個人投資家向け説明
会」に参加致しました。

「平成27年3月期第3四半期決算短信」を発表
2月4日、東京証券取引所にて平成27年3月期第3四半期決算短信を報告し、対外発表致しました。

（単位：百万円） 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
平成27年3月期　第3四半期（当期） 88,241 4,402 4,751 3,504
平成26年3月期　第3四半期（前期） 83,705 4,921 5,368 3,968
参考：平成26年3月期 112,128 5,909 6,509 4,404

「三菱瓦斯化学株式会社による当社株券に対する公開買付けに関する意見表明及び三菱瓦斯化学
株式会社との資本業務提携のお知らせ」を発表致しました。

「平成27年4月1日付け　会社人事及び機構改革」を発表
2月26日、平成27年4月1日付け会社人事及び機構改革を発表致しました。

QCサークル活動全国大会開催
3月7日、当社恒例のQCサークル活動発表会全国大会を東京国際フォー
ラムにて開催致しました。全国54サークルから選抜された10サークル
と中国東莞工場の発表があり、日頃取り組んできたテーマと成果を発表
致しました。今大会では4年連続優勝を果たした関西工場の王将サーク
ルが金賞を受賞し、中国東莞工場が特別賞を受賞しました。

2014

2015

12
December

2
February

3
March
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「三菱瓦斯化学株式会社による当社株券に対する公開買付けの結果並びに親会社及びその他の関
係会社の異動に関するお知らせ」を発表致しました。
異動前後における当該株主の所有に係る議決権の数及び議決権所有割合

属性
議決権の数（議決権所有割合）

大株主順位
直接所有分 合算対象分 合計

異動前
（平成26年9月30日現在） その他の関係会社 132,129個

（44.37％）
2,296個
（0.77％）

134,425個
（45.14％） 第1位

異動後 親会社 160,208個
（53.74％）

1,545個
（0.52％）

161,753個
（54.25％） 第1位

※ この結果、当社グループは、三菱瓦斯化学株式会社の連結子会社となりましたが、引き続き株式の上場を維持する
方針です。

3月31日　平成27年3月期　決算日
資本の変更

資本金
平成27年3月31日現在 10,128百万円＜増加なし＞

平成26年9月30日現在（前回報告時） 10,128百万円

発行済株式数 31,413,473株

「SMBC日興証券㈱主催個人投資家向け説明会（大分支店）」に参加
4月17日、SMBC日興証券㈱が主催し、同社大分支店で開催された「個人投資家向け説明
会」に参加致しました。

「代表取締役の異動に関するお知らせ」を発表致しました。

氏　名 新役職名 現役職名

酒　井　幸　男 代表取締役副社長 顧問

「平成27年3月期決算短信発表」を発表
4月30日、東京証券取引所にて平成27年3月期決算短信を報告し、対外発表致しました。

4
April
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JSP Calendar

JSPカレンダー

  今後の予定  
7月下旬　平成28年3月期　第1四半期決算　発表予定　／　10月下旬　平成28年3月期　第2四半期決算　発表予定

2015

5
May

6
June

決算説明会開催
5月18日、如水会館において、アナリスト・ファンドマネージャーに対し、平成27年3月期
決算の説明会を開催致しました。

6月26日、定時株主総会を開催致しました。尚、当定時株主総会において取締役の選任・決定を致
しました。

職　位 氏　名 委　託　業　務
代表取締役社長 塚本　耕三
代表取締役副社長
（新任） 酒井　幸男 社長補佐

取締役
専務執行役員 臼井　　宏 第二事業本部長

取締役
専務執行役員 斉藤　吉成

総務人事本部長、
経理財務本部管掌、
内部統制担当

取締役
常務執行役員 及川　泰男 研究開発本部長、

新事業開発室長
取締役
常務執行役員 若林　功一 第一事業本部長兼生活

産業資材事業部長
取締役　執行役員 近藤　　正 経営企画本部長
取締役　執行役員 鈴木　高徳 経理財務本部長

取締役　執行役員 七間　清孝 第一事業本部建築土木
資材事業部長

取締役 山根　祥弘（非常勤）
取締役（新任）（社外） 大野　健二（非常勤）

執行役員 倉成　博己
第二事業本部高機能材
事業長、
特販一部管掌、
特販二部管掌

職　位 氏　名 委　託　業　務

執行役員 北浜　　卓 研究開発本部鹿沼研究
所長

執行役員 所　　寿男 第二事業本部高機能材
事業部副事業部長

執行役員 田中　正行
総合技術本部長兼工場
技術管理部長、
物流資材本部長

執行役員 山田　真司

第二事業本部海外事業
部長、
杰斯比塑料（上海）有限
公司董事長、
杰斯比塑料（無錫）有限
公司董事長、
杰斯比塑料（東莞）有限
公司董事長、
台寶樹脂化工股份有限
公司董事長

執行役員 扇　　晋哉 第二事業本部EPS事業
部長

監査役（新任） 山本　　均（常勤）
監査役（社外） 橋本　雅司（常勤）
監査役（新任） 馬場　賢尚（非常勤）
監査役（新任）（社外） 田辺　克彦 （非常勤）
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Shareholder Benefit/Dividend Record

株主優待制度／配当実績

■対象株主様

　 　毎年3月31日現在の株主名簿および実質株主名
簿に記載または登録された1単元（100株）以上を
保有されている株主様

■優待の内容

　 　一律3,000円相当の、社会貢献寄附金付オリジ
ナルクオカード（株主様は3,000円全額ご使用い
ただけます）

■贈呈の時期

　 　毎年の株主総会終了後に発送予定

■社会貢献寄附金「緑の募金」について

　 　1995年に制定された「緑の募金による森林整
備等の推進に関する法律」に基づき、（公社）国土
緑化推進機構及び各都道府県緑化推進委員会が
行っている募金です。集められた寄附金は、森林
整備・緑化推進事業・森林に関わる人づくりなど
に活用されています。

■株主還元方針

　 　当社は、株主の皆様への利益還元を重要な政策
として位置付けております。利益の配分につきま
しては、安定した配当を重視するとともに、各事
業年度の連結業績と将来の事業展開に必要な内部
留保の充実などを勘案しながら、総合的に決定す
る方針としております。

　 　内部留保資金につきましては、財務体質の強化
とともに、今後の新製品、新技術への研究開発投
資や新規事業展開のための設備投資に充当してま
いります。

　 　なお、当社は、会社法第459条第1項に基づく剰
余金の配当を取締役会決議により行なうことがで
きる旨定款に定めており、中間配当及び期末配当
の年2回の取締役会決議による配当を基本的な方
針としております。

■当期配当金

　 　当2015年3月期の1株当たりの配当金は30円、
支払い済みの中間配当金を差し引いた期末配当金
は１株当たり15円とさせていただきます。

■配当実績

〈デザイン見本〉

0
2
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6
8
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12
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’11/3 ’12/3

単位：円
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期末配当金 中間配当金
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15.0

30.0

15.0 15.0

30.0

株主優待制度 配　当　実　績
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Corporate Data

会社情報（2015年3月31日現在）

商　　　号 株式会社JSP
所　在　地 本社　東京都千代田区丸の内三丁目4番2号
事 業 内 容 発泡プラスチック、
 その他合成樹脂製品の製造販売および輸出、
 土木・建築工事の設計・請負および管理
設　　　立 1962年（昭和37年）1月
資　本　金 10,128百万円
決　算　期 3月
従 業 員 数 719名（出向者除く）
 連結2,755名（国内1,259名・海外1,496名）
事 業 所 他 5営業所、1出張所、10工場、2研究所
主要関係会社 国内9社、海外28社

発行可能株式総数 46,000,000株
発行済株式の総数 31,413,473株
株　主　総　数 12,906名

株　主　名 株数（千株）

三菱瓦斯化学株式会社 16,020
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 1,897
JSP取引先持株会 1,044
CMBL S. A. RE MUTUAL FUNDS　 704
JP MORGAN CHASE BANK 385166 539
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505223 512
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 512
CBNY-GOVERNMENT OF NORWAY 421
JSP従業員持株会 349
CHASE MANHATTAN BANK GTS CLIENTS ACCOUNT ESCROW 330
当社は自己株式1,600千株保有しておりますが、上記の大株主からは除外しております。

会 社 概 要

株 式 の 状 況

大　株　主

事 　 業 　 年 　 度 4月1日～翌年3月31日
期末配当金受領株主
確　　　定　　　日 3月31日

中間配当金受領株主
確　　　定　　　日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 　 連 　 絡 　 先 三菱UFJ信託銀行株式会社
 証券代行部
 〒137-8081
 東京都江東区東砂七丁目10番11号
 ℡ 0120-232-711（通話料無料）
上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所
公　告　の　方　法 電子公告により行う
 公告掲載URL
 http://www.co-jsp.co.jp/ir/index.html
  （ただし、電子公告によることが出来ない事故、その他

のやむを得ない事由が生じたときは、東京都において
発行する日本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
1． 株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきま
しては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっ
ております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管
理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信
託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三
菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にて
もお取次ぎいたします。

3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株 主 メ モ

金融機関
0.24%

個人・その他
96.74%

金融商品
取引業者・
その他法人

2.01%

外国人 1.01%

● 株主数別分布状況 ●

個人・その他
18.02%

金融商品
取引業者・
その他法人
56.42%

金融機関
10.09%

外国人
15.47%

● 株式数別分布状況 ●
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表紙の写真

撮影・文
清 水　準 一（写真家）

コルマール旧市街の井戸
フランス　アルザス

コルマールの街並み

　フランス、アルザス※1地方の町コルマールは、9世紀にカロ
リング朝のカール3世※2の時代に興されました。リースリング
種のぶどうからつくられる極辛口の白ワインの産地として知
られ、ライン川※3上流とヴォージュ山系に挟まれた渓谷に広
がるぶどう畑に囲まれ、ワイン街道の中心で「アルザス･ワイ
ンの首都」です。
　またニューヨークの「自由の女神」の作者フレデリック・バ
ルトルディの故郷で、町を通るラインの支流イル川の景観か
ら「小さなベニス」とも呼ばれています。
　ライン川の対岸はドイツの「黒い森」と呼ばれる地方で、フ
ランス北東部のアルザス／ロレーヌ地方は30年戦争※4を始め
とするドイツ、フランス両国の度重なる争いから領有が幾度
も変わり、ドイツ文化の香りも色濃く残っています。しかし木

組みと漆喰でつくられた町並みは戦禍を免れ、今も美しいた
たずまいを見せています。
　町のとある通りに、白い衣装の女の亡霊が毎晩現れるとい
う言い伝えがあり、それは昔＜貧しさのあまりミルクに水を
混ぜて売った牛乳売り※5の女が捕まり、神の裁きにより、悔悟
の衣装を纏い、問題の液体を井戸に投げ入れるため毎晩現れ
る＞のだといわれています。
　町の紋章には棍棒が描かれていますが、半神のヘラクレス
がアルザスにやって来たとき、暑さで喉が渇き、飲んだ地産の
ワインが美味しかったため、宿屋に入ってさらに飲み、泥酔し
て眠ったが、飲みすぎのあまり二日酔いで、棍棒を忘れて出て
行ってしまった…との伝承がその由来とされています。

※1　アルザス
南にスイス、北と東はドイツと接する。ローマ人がこの地方にきた時、イル川に因みイ
ルの国を意味する「イルスス」と呼んだことから、訛ってアルザスになったといわれる。
中心都市はストラスブール。

※2　カール3世
751年に始まったフランク王国第2の王朝、カロリング朝の西ローマ皇帝。876年、父ル
ートヴィヒ2世の死去でアレマニアを継ぐ。のち兄弟の死によって東西のフランク王国
も手中にしたが統一を維持できなかった。「シャルル肥満王」として知られる。（839年
頃～888年）。

※3　ライン川
スイス・アルプスに源を発して西に向かい、スイスのバーゼルで90度向きを変え、北に

向かってオランダで北海に注ぐ。長さは1320キロでドナウ川に次ぐ。「母なるドナウ」
に対し「父なるライン」と呼ばれる。

※4　30年戦争
1618～48年、ドイツを中心にキリスト教の新旧両派諸国の反目とハプスブルグ、ブル
ボン両家の敵対を背景にヨーロッパ全土を巻き込んだ戦争。ウエストファリア条約に
よって終結した。

※5　牛乳売り
あるいはワイン売りであったかもしれない。ドイツの甘口ワインはリープフラウミル
ヒ（聖母の乳）と総称され、語源は「聖母マリアの修道士」、すなわち修道士がつくった
ワインの意味だが、修道士を意味するミンヒがミルヒ（乳）に変わってしまったと言わ
れる。



本　社
〒100-0005　東京都千代田区丸の内3-4-2（新日石ビル） 03-6212-6300

営業所
札幌 〒060-0003　札幌市中央区北3条西1-1（サンメモリアビル） 011-231-2681
仙台 〒980-0811　仙台市青葉区一番町2-4-1（仙台興和ビル） 022-262-3271
名古屋 〒460-0003　名古屋市中区錦3-4-6（桜通大津第一生命ビル） 052-962-3225
大阪 〒541-0053　大阪市中央区本町1-6-16（いちご堺筋本町ビル） 06-6264-7900
福岡 〒812-0013　福岡市博多区博多駅東1-12-17（五幸ビル） 092-411-6854

出張所
広島 〒732-0052　広島市東区光町1-12-20（もみじ広島光町ビル） 082-568-0566

工　場
北海道 〒067-0051　北海道江別市工栄町23-4 011-384-1621
鹿沼第一 〒322-8511　栃木県鹿沼市さつき町17 0289-76-2211
鹿沼第二 〒322-0014　栃木県鹿沼市さつき町5 0289-76-3271
鹿沼第三 〒322-0014　栃木県鹿沼市さつき町10-2 0289-76-5905
事務管理センター 〒322-8511　栃木県鹿沼市さつき町17 0289-76-2211
鹿沼物流センター 〒322-0014　栃木県鹿沼市さつき町13-1 0289-76-2121
再資源センター 〒322-0026　栃木県鹿沼市茂呂638 0289-76-6606
鹿島 〒314-0103　茨城県神栖市東深芝16-3 0299-93-4111
四日市第一 〒510-0881　三重県四日市市大字六呂見653-2 059-345-1220
四日市第二 〒510-0955　三重県四日市市北小松町扇廣1600 059-328-2563
関西 〒679-4304　兵庫県たつの市新宮町下笹515 0791-77-0213
北九州 〒800-0229　福岡県北九州市小倉南区曽根北町2937-7 093-474-7211
九州 〒861-0111　熊本県熊本市北区植木町宮原553 096-274-7101

研究所
鹿沼 〒322-0014　栃木県鹿沼市さつき町10-3 0289-76-1600
四日市 〒510-0881　三重県四日市市大字六呂見653-2 059-345-1245

海　外
北　米 アジア
JSP International, LLC.（アメリカ） JSP Foam Products, PTE. Ltd.（シンガポール）
JSP International de Mexico, S.A. de C.V.（メキシコ） Taiwan JSP Chemical Co., Ltd.（台湾）
南　米 KOSPA Corporation（韓国）
JSP Brasil Indústria De Plásticos Ltda.（ブラジル） JSP Plastics (Wuxi) Co., Ltd.（中国）
欧　州 JSP Plastics (Shanghai) Co., Ltd.（中国）
JSP International SARL（フランス） Kunshan JSP Seihoku Packaging Material Co., Ltd.（中国）
JSP International GmbH & Co.KG（ドイツ） JSP Plastics (Dongguan) Co., Ltd.（中国）
JSP International s.r.o.（チェコ） JSP Foam India Pvt. Ltd.（インド）
JSP International o.o.o.（ロシア）

本社･事業所一覧
☎

発行　
東京都千代田区丸の内三丁目4番2号新日石ビル

広報IR室　TEL.03-6212-6306　FAX.03-6212-6302
ホームページ　www.co-jsp.co.jp

Network

古紙配合率70％再生紙を使用しています


